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新年あけましておめでとうございます。

旧年中は、当院の診療ならびに心臓リハビリテーションに多くの

方々がご参加くださり、誠にありがとうございました。

心臓リハビリは、病気の「治療」だけでなく、再発を防ぎ「より良

く生きる」ための取り組みです。

地域の皆様が日々を安心して過ごせるよう、今年もスタッフ一同、

心と体の健康づくりをサポートしてまいります。

本年も、皆様とともに歩む地域医療を目指して努力してまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。

皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

院長 松前 宏信

人も心も“馬九行駆（うまくいく）”
本年も健康への歩みを、共に確かに
進めてまいりましょう。



干支にちなんだ健康コラム
～馬の心臓から学ぶ、強くしなやかな循環～
────────────────────────────
来年の干支は「午（うま）」。
京都といえば、淀の「京都競馬場」を思い浮かべる方も多いのではないでしょ
うか。疾走するサラブレッドの姿は、まさに「生命のリズム」を感じさせてく
れます。実は、馬の心臓は人間の10倍近い力強さを持ち、心拍出量（1回の拍
動で送り出す血液量）は約40リットルにも達します。全速力で走るとき、心
拍数は1分間に200回以上、時速はなんと60kmにもなると言われています。
まさに「淀の坂」を駆け上がるエネルギーの源が、馬の心臓そのものなのです。
この驚異的なパフォーマンスを支えるのは、心臓のリズムの正確さです。心臓
は「心房」「心室」という4つの部屋が順序よく拍動することで、全身に酸素
を運びます。わずかなリズムの乱れでも、パフォーマンスは大きく低下します。
競走馬にとっても、人間にとっても、心臓のリズムの乱れは命取りになること
があります。
実際、競馬の世界でも「心房細動（しんぼうさいどう）」と呼ばれる不整脈が
問題になることがあります。これは心房が細かく震えて血液をうまく送り出せ
なくなる状態で、人間でもよく見られる疾患です。馬がレース中に突然スピー
ドを落としたり、息切れを起こしたりする原因の一つが、この心房細動です。
人間でも、動悸・息切れ・胸の違和感といった症状を感じるときには、同じよ
うに心房細動が隠れていることがあります。
心房細動は一時的に治まることもありますが、放置すると脳梗塞の原因になる
など、決して軽視できません。しかも、症状が目立たない「サイレント心房細
動」も多く、気づかぬうちに進行することも。馬が定期的な心拍チェックでコ
ンディションを管理しているように、人間もまた「定期的な心臓検査」が大切
です。
私たちのクリニックが行っている心エコー検査や心電図検査は、この「見えな
いリズムの乱れ」を早期に発見するための大切なツールです。淀の競馬場で躍
動するサラブレッドのように、私たちも日々を力強く、そしてしなやかに生き
ていくためには、心臓の健康を守ることが欠かせません。
来年の干支「午」にちなみ、「馬のように強く、リズム正しく」生きることを
意識してみませんか。
自分の心臓が奏でるリズムに耳を傾けることが、健康への第一歩です。
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今年も心臓リハビリは元気に実施しています。
「運動が必要と感じているけど・・・」
１月は新たなことを始めるいい時期です。興味が
ある方は一度リハビリ室まで見学にお越しください。

心臓リハビリ紹介動画

休日ワクチン接種を実施しました！

11月9日と23日の2日間、

当院ではインフルエンザワクチンの休日接種を

行いました。合計で279名の皆さまにご来院

いただき、ワクチン接種を実施しました。

今年は、鼻から投与するタイプの「フルミスト」を

新たに導入しました。注射針を使わないため痛みが

少なく、お子さまも落ち着いて接種できる様子

でした。

寒い日が続き、感染症が広がりやすい季節です。

ワクチンを受けた方も、手洗い・うがいなどの基本的な予防を継続し、

体調管理にお気をつけください。

痛みは一瞬、
予防効果はしっかり。

地域の皆さまの健康維持の

ために今後も診療・疾病予防

活動を継続して実施します。
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